












血圧を下げる薬 （降圧薬） には多くの種類があり、 そのなかから患者さんの血圧値や全身状態、 その他

の病気の有無などによって最適な薬を決めていきます。 十分に血圧が低下しない場合には、 いくつかの

薬を組み合わせなければならないこともあります。 最近では 2 種類以上の成分が含まれる配合剤が登場

し、 服薬の負担が少なくなるよう工夫されています。 また、 服薬する量や時間帯などを変えると血圧が

低下することがありますので、 医師のアドバイスを受けましょう。 また、 自己判断で服薬をやめることなく、 疑問

があるときは医師に相談しましょう。

血圧は常に変動しています。 時々上がる場合は、 平均して問題ない血圧値ならば心配はありません。 平均して高

いようでしたら、 治療について主治医とご相談ください。

治療の目標として、 75 歳未満は診察室血圧で 130/80 mmHg 未満、 75 歳以上でも 140/90 mmHg 未満

を目指します。 合併している病気の状態などによって、 より厳格に下げたほうがよい場合や、 逆に慎重に下げた

ほうがよい場合があります。

ただし、 血圧が下がりすぎると、 脳貧血を生じてふらついて転んだり、 心臓や腎臓の働きが悪くなったりすること

があります。 明確な基準はありませんが、 一般には病院での上の血圧が 120mmHg 未満になった場合には、 下

げ過ぎと考えます。 さらに何回かの診察における血圧の値で判断します。 家庭血圧で考えると、 毎日測定した収

縮期血圧の一週間の平均値が 115mmHg 未満であれば下がり過ぎと考えます。 降圧薬のカルシウム拮抗剤とグ

レープフルーツジュースを一緒に摂取すると、 効果が増強されて血圧が下がりすぎることがあります。 このような

状態であれば、 主治医の先生とご相談くだ

さい。

高血圧は生涯治療といわれています。 しか

し、 必ずしも生涯お薬を飲み続けることで

はありません。 確かにお薬が必要な方が多

いですが、 減塩や減量、 運動療法が功を

奏して血圧が下がることもよくあります。

また、 夏期は血圧が正常になる人もおられ

ます。 大事なことは、 家庭血圧の測定値、

定期的な受診により、 主治医の先生に降圧

降圧剤の服用、 血圧の目標値について

回 答

Q　血圧が常に高いです。 薬は医者からもらった分をキッチリ飲んでいますが ?

Q　78 才の妻はミカルディス （現在はジェネリックのテルミサルタン錠） を、 朝 1 回、 何十年も服用しています。

　　 大丈夫でしょうか。 　

Q　アジルバ錠を毎夕食後 1 錠服用しています。 血圧は 8 時、 15 時、 21 時に測っています。

　　 時々上の血圧が 170 以上になることがあり心配です。 　

Q　血圧は下がりすぎると悪いと聞きますがいくつぐらいならば大丈夫ですか？

Q　一度高血圧の薬を服用すると、 ずっと服用し続けなければならないのか。

Q　高血圧と診断され 35 年。 現在コニール錠を朝服用しています。 長期の服用をなくすことは無理でしょうか。


